
農婦人科2次鶏糞のデー列  平成15年度：匝静学会：  

SIV／HtVキメラウイルスと妊娃  
】】帥F旧0地2学会帥且．圃内  

サルを用いた世界で初めての経  学会：計33農新聞メディア翰  

静脈経路による＄HlVの子宮内  HlV母子懸染児の9ヰ％が妊叶  

感染動物モデルの作＃と母乳  HIVスクリーニング未施行であ  

中のHlV－1が酸化チタンを添加  り、同スクリーニングの暮事性  
の妊嬢血液機傭中スクリーニ ケ檎暮陽性l〇例うち確馳檎  

HlV懸染妊婦の早  平成  平成  エイズ対  稲葉 憲之  
び母子感染予偶に  15（200  17（200   ○  9   

策研究  ll性1例で、偽Il性中0．3ヽ、 的中串丁 

学的研究  ．7蔦で、種紐拭緻の暮 性が示された 
。20■代の感 書の57 あった壌合でも全妊婦HIVスク  

．1l、30■代の33，3ヽカ 華児希望ありと回答しており  リーニングの経済的■物性が示  
性カップルが された．   学会：肘29且（9靂：シンポジウ  

感染著、書染の  ム）、新聞・メディア竹遭：4回、  
た。  険を固蓋しかつ妊嬢可能な  テレビ放送こ1同研究成果発表  

の情報捷供が急務である。   会札幌市、下闇市、名性市   

川∨感染よ性非感染女性美斗が  

より安全に妊嬢しうる妊娠補助 技術を開発する研究に蘭して  
は、鐘t感度P（〉R法の蘭発、糟  
漬からのHlV除去法の朋発など  

若年婦人における   
は、社会的にも大きなM心を呼  

にする研究についてはヰ毛轟  平成 15（200  平成 け（～00  エイズ対  田中憲一       新たな手技を開発した。HtV母 懸巣における感染機序を明らか   
H】∨  夫♯一こおいて多くの女性が、 次感染することなく子供に貴  
関する研究  

ウムを聞檀し各界の書門青から  
れるという緒1を得ている。 た 
、出生した児にもHlV感染l められておらす 

は、マスコミ等から評価を得てい  

のと判断される。   
、これは臨床 にみて大きな成よと判断され る 
。   

点から暮雷と判断している。  

血友病遺伝子治■研究は欧米  
から10年遅れのスタートであっ  
たが、基礎研究レベルでは国際  
的水準に逢した。遺伝子治療標  

的細胞として世界で初めて脂肪  遺伝子治療が成功すれば、血 哀痛団子濃縮製剤の使用iが  

細胞を用いた。また、自己細胞   
にoxvivoで血友病遺伝子ヰ入  つつある。現時点では特に具体  

血友病の治■とそ 合併症の服  平成 200  平成 1丁（200  エイズ対  坂田 洋一  体産主により集積は短期間 あったがサルでも遺伝子治療 より治療レベルの血友病固  J  

の  に闇する研究  15（ 3）  5）  策研究  中レベルが見られたことは、 露研究へ一歩近づいたとい  なると思われる。   は、女性友キャリアの方々   
る の精神的ストレス（の 50†引ま血友病になる）を多少と  

。新生児免疫寛容扶ヰ法l ウスでの報告であるが も軽よする可能性がある。   い群書見と希望をⅧ戴した。  
、ヨー パでは同方法による臨床治  
職責しているという情報もあ   

トを与えた．  
る。  



組換え8CG・組換えDI8ワクチン  

については効よおよび安全性に  
闇わるデータが発表され、人へ  
の応用眞前の段l響にほぼ到達  

ll  しえた。感染防御にWわる抗押l  ‖  
特■的細胞陣書性丁組他の♯  美文論文は341が影平力のあ  

る圃際総に発表された．また明   
なし。   

川∨懸染予防に闇   平成  
15200 3）  17200 5）  策研究  能であれば、長期のウイルス♯  

0   

際学会にも相当数が発表され  
■制岬およぴエイズ発症阻止に  た．   
つながることが示唆された．ほ  

か、候補ワクチンおよび感染制  
■機★や感染病凱こ蘭わる  
データが得られ、今後の研究の  
発よが期待される．   

HIV懸垂如こ暮手な宿主因子とし  
てNup98及びCD63（＋その責■  
体CD83dN）を同定した。横麟孔  
複合体のれ庇生白rである  
Nup9引よウイルスGDNAの機内  HIV感染虚の■体■■に蘭わる  

ゲノム事塑性の発見、樹状細胞  

エイズ発症朋止に  平成 15（200  平成 17（200  エイズ対  ＃本 愛書       移行に必濱である。CD83のN末 増欠損嚢1体はCX（：R4の細胞   旗当なし  を用いた治療ワクチンの牡床試  ○  3丁    3  0  3  l  0  
閲する研究  3）  5）  策研究  表面発現を完全に抑制し、HIV  鹸零に関してマスコミに取り上  

感染抵抗性に≠く。野生型の  げられた。   

CD朗もHIV感染艶子の形成を  
100分の1以下に抑制する．川∨  
感染症の病態折れにかかわる  
遺伝子多型を発見した．   できた．  

HlVの潜伏化にはエビジェネテイ  

クス制御が深く闘わっている事  
を明らかにした。Invivoにおいて  

は、押倒璧ヒストン♯節系の暮  

川∨の潜伏感染・  手性が示疇慮れた．このことは、  

再活性化のエビ  hvivoのプロウイルスは容tに  

ジェネティツク制御   なし   なし   なし  0  ○    6  2  

機構を標的とした   エイズ対 策研究  渡i 俊樹        再活性化されうる事を示してお り、エビジェネティクス制やを応  
根治療法開発の  用する事により、hvivoにおい  

基礎研究   て、より安定で強匝な発現抑制  
状態の誘導や、安全な再活性  
化携ヰを介した対リザーバ概略  
の可能性を檀供することができ  
た。   

著書の性のtオを促進するた  善書への予防軟膏について有  
イベントについてはNHKで報道  

めに♯作された善書による群● ドラマ仕立ての映≠教材の書劫  

性を研究によって確認し、映像 教材と4覆すの冊子による教材  
きる環壌の暮■は社会全体の  

ある蒼著への予防対策の暮事 な材料を檀供できたことになる，  

／くッケージを開発した。散村／くッ  
HlV感染予防対兼  平成  平成   ケージにより、職責現場で学習   
の効よに聞する研  ズ  池上 千舞子  
究   †5200 田  t7200 5）   

についての機討会を開催しプロ  ンス、エイズ予防財団や保t行  

講t、グループワーク零で摸義 を組み立てることができる。′くッ  
ケ ージの活用方法や実践につ  
いての研僻し、や ヰで著書への予防教書を実施し  ては「行政とNGOの連携を促遭 するための摸肘報告書」にまと めた。   
ている教師、良t師、助産師事 からすでに反響を得ている に活用できるものである。   

。   



保健所において即日檎暮の試  

HtVスクリーニング捜査体制の  
験的実施を行い、その成果を踏  

れヰに関して、より受けやすい  
まえて、“保t所讐におけるHtV  

機暮体制の■築のため、川∨即  HtVフォローアップ捜査体刑のれ     即日檎査のガイドライン叩の作成 （平成16年3月）及びその改打版   
日檎董を民岬ISTDクリニックや  
保t所儀のHtV九料♯董への試  

HIV捜査陣≠のれ  
築に間する研究   

平成 t5（200 3）  平成 17（200 5）  エイズ対 策研究  今井 光借  日機董のヰ入により、HIV捜査 愛機手数が大Ilに士l加すること  
を明らかにした。また、その成果  
を書7園丁ジア・太平洋地域エイ  

ズ圃際会繍で発表し国内外から  れらガイドラインと事例暮は全孤  

大きな反事があった。   
の自治体と保t所儀に配布さ  

れ、即日検査のt及に大きく千  
♯した。   

社会疫学（80¢ゎー●Pid01而ob肘）  
・看看の性行■－の栗野と爾tと  

は、疫学・統帥こ加えて、マーケ  
なる社会的プロセスを初めて詳  

ティング、社会学、文的方法、行  
袖に解明し、モのデータと社会  

勧理論、コミュニケーション理  
疫学的手法により、独自の零効  

繍、ネットワーク科学、準実♯法  
・地方自治体のエイズ啓発プロ  

などを統合した学閥的アフロー  グラムのためのガイドライン・地 方自治体におけるt少年エイズ  

HlV感染症の動向   チで、有効な予防対策を創出す  
ガイン 

と予防モデルの蘭  対策／執事イドラ・プリベン  

兼・讐及に闇する 社会疫学的研究   平成 り（200 5）  エイズ対 策研究  木傭 正博         ることを巳的に、2000年に主任 研究書らが創始したものであ る ションケースマネージメント法の  

．今期の研究により、それが、  
実施マニュアル・HIV帯染著のセ  

社会文化的に適切でかつ■勉  
クシュアルヘルスへの支援（医  

な予防対策を開発する上で非≠  ■従事手向けガイドライン）・ポ ジティプなS【XUFEハンドブック  

に有効な方法論であることを示  
ニュアルにまとめて全圃に配布  

し、t鷹行動一般にも適用可能  
した．・WYSHモデルは、文部科  
学雀のt鷹教書指ヰ書中央研  

なホしい公衆衛生の方法■を確  
立した。   

♯会の研蠍内容として取り上げ  
仁、★1＿ナー＿   

アジアにおけるエイズ流行の分  
子痩学研覇によって、近年特に  

男性同性愛書は我がⅧにおけ  

急速に流行が拡大している中国  
る新規感染書の半数あるいは  

における流行の形成メカニズム  
それを超える近年さらに王手性  
の増しつつあるリスク・グループ  

の解明を進めた。その緒兼、ミヤ  
ンマ一国墳に繊撒する中Ⅷ閣西   

であるが、この1団の中に、1  

部暮両省に、多様な相撲えウイ  おいてはHIV－10叩此oM＝柑㈲叫  
なる系統のHlV－1株がスーパー   

アジア・大平洋地  平成  平成  エイズ対  武飾 豊  ○  13  【  
圃でははじめてのケースを見い  められた．神戸で開催された井   18  ¢  2  0  0   

各研究   
15200  lT200  策研究  のないユニークなホットスポット  

が存在することを見出した。ま  
出した。この知鼻は、我が孤に  

た、絶換えウイルスのれ遣の比  
おけるHlV感染制圧活動の中  

扱から、中郡とミャンマーの流行  
で、男性周性蒙著におけるリス  

の少なくともその一部が起源を  
ク行動の低減・暮捧向上に向け  

同じくする可能性のあることを明  
た取組み・介入の必手性・緊急  

らかにした。   
性を提言するものである。   

非サブタイプ日型HIVでは、8型と  
ヰ回の綱暮では、フィールドがイ  

は異なる耐性関連アミノ酸文鶉  
ンド、アフリカが中心であったた  

の出現′くターンをとる場合があ  
め、サブタイプは世界的に多い  

非サブタイプ8璧H  平成  平成  エイズ対  

る‾とが示唆されサブタイプ8   

アルゴリズムに蘭  策研究  uリ■ヽ 川L月■   ン 
いては分析が田撫であった。し  

▲  ウ1  ∩  n  1  1    n  

する研究   嚢1見逃される可 り、非サブタイプ8型に特徽的な  
耐性鷲鼻のデータのれ簸が必  

かし、1手な間蟻であるので、  

妻である事が判明した。   
現在中圃、ベトナム零アジアを  

中心に調壬を計画している。  



本研究lよ、精機対策の繰♯を生  
かして凱暢人口移動に対応した  
HlV感染症対策に十＃した。研  
究慮よは、町内・闇鴨会計にて  

公開シンポジウムを神戸での第  
丁固アジア太平洋エイズ全州の  
際に実施した。日本を含むアジ  

在外邦人のHIV感染リスクにつ  
いては、調査輔よを取りまとめ  
中であるので、来年度に向けて  HlVや緒棟零の腰染症の蔓延に は、加俸人口移Ilの闇与が深  

積極的に先妻を行った。  t′ン′′茶半：五月■刀■ l  的・社会的暮義としては、研究  
成よをアジアさl餌のHlV政策に  書与しているとされながらも■董 が  の分担として活動を♯続した   把捜することが礪効な危機t理   り、地域ti力の枠組みでいかに  

這霊芝‡冤更差違平成  －、 での人材書劇こ天♯できること  にWする走1的爛暮を行った点  
感染症対策に聞す   で臨床的・学術的に靂義があ   
る研究  b。 年度で終了するが、●後もアジ  や日本企集に向けて、lO年前に  

ア旛叫での国債間糧に明しての  エイズ予防財団から配られたエ  

漬董の分析・書禦を踏まえて、  イズ対策のガイドラインの改訂  

アジアおよび日本のHlV感染虚  を検討している。   成に千献したい。   

政策lこ遭元することを目指す．   

日本では川∨感染症に対して－ 部の臣ホ機闇を除いては十分  

な受lナ入れ体制が雇っていな   

川∨／AIDS医■を擾供できる体   

い。科学的な根拠によづいたt  制を蓋えること、今後の患著・懸  
て行く事は極めて書暮がある。 研修会などで捷供した情報は、   

HⅣ感染症の医療  平成  平成  エイズ対  木村 菅  

る研究   3）   5）  策研究  、 内管的に非常に充実したもので  
ある。コーディネーターナース、   

はて日のHIVのてん   

れた8首ホ■は特殊な間鳥を抱  

を踏まえたオリジナリティのtい ものである 
カウンセラ 

．これらの活動によ り、全国の拠点■峡の静水内容  

は大幡lこ改暮されてきた．   
鶉外の大規儀■床拭欄  
SMAARTの精巣からHAARTの  

成否には臆藁の線織が必凛条  
件であると明らかにされた．本  
研究では正確な服薬絶織する  

上での血書の精神・心理的、暮 件的、社会的■撞を明らかにし  
た。服薬に間且が■いように兄   

成果については今後、公開シン  ○    6  2  皿  6  ○  l  0   
多刑併用■法服  平成 16（200  平成 lT（200  エイズ対  自販 琢書  

ていた。困難暮由を1）息書棚に  
ついてケア、社会心理、精神科  
臣の観点から分析し、劃作用の  

暮因についても明らかにした。  
2）匿■書側暮因を医師、薬剤  

科響から分析した。且体的膿藁  鼓された。   
支櫨ツールとしてホームページ  

間発、ツール間発を行った。   

HIV感染虚に伴う計細見合併麿  川∨動向卓■会では集積できな  
HAART時代に間耳となっている 日和見合併虚の実態や治■に   の動向や、間糧点について全圃 暮肘アンケ 

HAART時代の日  平成  平成  エイズ対  安岡lセ       ートその他の秩、  原虫疾患の鯵断のための鱗習   い日和見感染症の動向璃壬を  第一8同日本エイズ学会にあわ  0  ○  ロ  0  4  0  0  0  l  和見合併症に蘭す  15（200  り（200    ついてデータを1積することが  によって日本における日和見含  余聞催やCD開発、免疫再れ簗  ■概しており、この子一夕は日本  せて、HlV♯染症の日和見感染   
る研究   3）  5）  策研究  でき、これらを元に新たな知見  

が得られた。   こに よって、日本における治＃成績  

向上に書与するものと考える。   
なっている．   



感染率の書さと感染増加が♯  
に舌われてきた同性間対動こお  

＝計性間のエイズ予肪啓発書及  

いて、①介入手法開発のための   
UFEGUARDは、助よ評価の撼  1丁年度総括研究報告書にお  全圃各のにける同  

よ礎研究・実態杷捜（平成12714  集以下の成集をあげた。1．性感  いて報告の過り、以下のガイド  性W対策の実態と講壇を把橿  情報の曹及に千聯した・ニュー       年）のもとに、②全国のどの自  染に蘭する正碓な知繍の学習  ライン・指♯を確絶した。1．ワー  し、同性間施策の推進に向けた  ズウイーク日本版2005年7月20       治体でも採用できる手法の開発  

同性愛者儀の川∨   
効果が確隠された2．同性間での  

（平成ほ一代年度）を経て喧）効   性行為場面でのリスク行動を  クショップ型啓発手法 UFEGUARD実施マニュアル2  行政支檀を行ってきたことがあ げられる．主に以下の3点を庇  日早く阪急コミュニケーションズ   
よの確紘されたっ一ウシヨッブ型  

8  6    8  54  

ロ 
平成 15（200  平成 け（200  エイズ対  大石1放棄  

究   
他に讐及していく研究を速成す ることができた。また、あわせ て手法の効よを評価する研究も  

において、コンドーム携♯が事  
行い、自治体が採用する同性W  
施策の選択肢を増やした。さら  
にIi、行政が同性間施策に取り  件）   

（2聞早年12月18日）・G一汀帽∩  

組めるという■点からt及を遭  
（ジープロジェクト発行、ヱ006年l  

めるべく、研究を開始した。   
月号）   

不明であった成人喘息の集鋼  不研究で作成したt■息早期詔  本研究では成人嶋息の早期鯵  慢性・1虚嶋息における頻繁な  本研餞で繁文した叫息早期詩   

時の臨床像を明らかにした．こ の時点では現行の嶋息診断巨  断壬讃により成人♯息を現行よ り早い段階での診断が可能に  断基準兼を作成した。瑞息書M 医療機関のみならす一般医■  症状量I書は、患著の学習、勤労 暮欲を損なわせ 
、発作に対する   

安を濃たさない場合が多いが出  なった．安価な測定機書の書及  機闇でも使えるように、特殊技  不安から農事のQOLも低下す  既に公表したが、す後、日本呼  

覆頻度の書い症状と機董所属  により呼気NO測定で1団の中  術あるいは高価な測定機書を必  る。未だに年押】3000例前後に  吸書学会、日本医学会シンポジ       の組み合わせにより、この時期  から幼年的に♯息息著を発見で  事とする機至境目は■り込んで  達する喘息死 、また、頻繁に触  ウム零の公的な嶋で発表してい  
免疫アレ  でも他の■息類似痍丘と鑑別可  きる可能性が大きい。気t支粘  いない この暮準纂の鯵断卒を  島外乗を受診する息書はこうし  くことが決まっている。それと同  

早期診断法の確  平成  平成   ルギー疾  欄ほl儀            9  62  0  l  53  39  0  
立に闇する研究  15（200 3）  1丁（200 5）  患予防・治  

療研究  た。本葉は日本アレルギー学 会、日本呼吸蔓草会、日本医学  勤鯵l利こなる可能性．■息合併 Ohur且－Sレ1∪8S虚鋏群の業績予   
日に日アレル 

、 

多くの書∩青によって繍♯さ  はし、のの   

息発見に極めて礪用である点も  見が得られた。以上の成果によ  治★ガイドラインにも次期強打  国民医療tに占める喘息治療  である可能性があることを市民       明らかにした。この成果lよ」．  り喘息早期診断は現在より早い  時に盛り込まれるよう中計して  費の割合は著しく減少すること  ♯座、医師会生涯教育講座など       Aib 
r肘Clinlmno‖こ掲載され  
≡l   寸～l＿   

が予測される。   で訴えていく予定である。   

アレルギー疾患発症に係わる胎  妊嬢中あるいは出生後の感染 へのt鳥は喘息の発症や増  妊嬢中あるいは出生後の感染  ウレアプラズマ保菌妊婦への抗 甘藁やプロ′くイオテイクスの使   

平成17年度肝生儒七省免疫ア   

内・胎外園子として母体ウレアプ  幕に深く関与する‾とを示し 少  は、それ単独ではなく、感染に  用、ホ糟血サイトカインや遺伝  レルギー痍息予鮪・治療研究推       ラズマ保菌、臍＃血中の炎症性  なくとも衛生仮説のアレルギー  対する感受性といっ♯田が複合  子多型より候補となった児に対  遭■＃でリウマチ・アレルギーシ       サイトカイン度生に対する  疾患発症阻止因子とはなりえな  して、アレルギー疾患の発症へ  するRSウイルス感染への介入と  ンポジウムPo止1において小児       Thl／Th2免疫系の未れ性、母親  いと考えられた RSウイルス感  導くことが示唆された。ホ書血サ  して受動免疫・ワクチンの普及 
、  叫息なんでも早わかりを主任研  

免疫アレルギー疾  免疫アレ  由来の遺伝集臥出生後のR＄ ルスにすThl系の  

患に係わる胎内・   t5（200   17（200  平成   平成    ルギー疾  森川 昭よ              皿  18  1柑  18  150  柑    0  0                                                                      ウイ感染対る 反応性低下ml／Th2サイトカ  染に対する■嶋発症は、免疫の 反応性が低下している症例に見   
に関する研究   療研究  インの遺伝子事型が蘭与した。 一方、胎外田子である気遭ウイ   

染は喘息の増懇を来すことが知   
るTo”様受容体さを介して、穫々  因ウイルスは 気遭上皮からの  息・管理ガイドフィンにおける予  藁の開発は、集虚増暮の予防と  て、各5名の研究分担書がそれ       のサイトカイン産生を導き、アレ  種々のサイトカインき生により  知・予防に対して有ttな項目  して可能性のあるアプローチと  ぞれの研究内野についての講  
ルギー性気遭炎症青嶋翳する  

機序を明らかにした。   蟻息の悪化を来す可能性が示  考えられ、今後の欄爛と思われ  
唆された。   る。   



りADの診l捌こ使用可能な貸間  
書を作成した。2）全年齢にわた  

るADの有在中、重虚度を明らか  
り医師の診断と相聞があるAD  

にした。3）ADの発症・恩化因子  
の診l桁こ使用可能な箕用事が  

アトピー性皮膚炎  が年齢により異なることを明ら・  
作成できた。今橡医師の詩♯に  

の有庄平測量法  かにした。4）乳幼児ADの発症・  よらヂ本＃間震によるアンケー  

の確立および肴症 串（ 免疫アレ  寺化における；■伝・環壌薫臥こ  ト訊董によづいてAD事症率の  

発症率）低下・  平成  平成  2  5  18  0  43  2  0  0  

策における生活環  ルギー疾  河野 陽一         ついて我が皿での情tを得た   1なることを示した。8）勧鞠実  
価チャートを作成した．これを  

枕整傭に関する研  療研究  ♯モデルで、皮膚繊■の傷書に  ネット上で公開する予定である．  

究   よる陣♯皮■炎の増幕が確絶さ  
一般市民にとって膚統受鯵の必  

れた。7）学tおよび幼児のシヤ  
暮性の理≠や不必事なAD発症  

ウー浴の効果を確認した．8）4  
に対する不安の解消■にきわ  

か月AD児で皮■のバリア機能  
めて有用と考えられる．   

の1常を事義的に機托した．   

本研究において．スギ花粉ホ規  
アレルゲン3檀類をクローニン  

グ・同定し．天然体と同等の活  
スギ花粉・ダニ由来のフレルゲ  
ンに関して．アレルゲノーム♯  
析．クローニンケ∴活性型絶檎  

スギ花粉・ダニ由  免疫アレ  体の加製とモの構造／機龍欄  
兼のアレルゲンの  析．アイソフォームのエピトープ  

分析と診断■治■  ルギー疾  特記事項なし   特記事項なし  42  28  2  85    4    3   

への応用に関する  ぴに新規治■用ワクチンの作  
研究   療研究   製．動物モデルでの有効性絆価  

を実施した．これらの研究成果  
の多くは曙讐論文として欧文書  
M紘に掲載された。  クテン．DNAワクチンについて勤  

甥モデルでの書効性評価を抒  
い．ヒトでの臨床杖♯へ向けて  

の暮種子ータを取得した。   

アトピー性皮膚炎のホ固のうち  当研究側にて先見した好牡墓球  
韓治化に関与するアレルギー炎  による算J相反応がアトピー性  

暮虚アトピー性皮  虚の新しい機序を明らかにし、さ  皮■炎のれ治化・遷延化の新し  
免疫アレ  らに、棟酸医藁（STAT6doGOy）  いアトピー性皮膚炎モデルとし  

膚炎の札治化機  平成  平成  ルギー疾  西岡L 漬      ならびにこれまで他ま■に便   特になし  てマスメディアに公表。rアト   
序を踏えた治♯法  2Q  ユー  4    l了  5  ヰ  0  
の確立に関する研  15200 3）  17（200 5）  患予防・治  用されていた業物（コレステロー  床的t点から価値あることで、  

究  療研究  ル）を用いた新しい治兼業の間  ギーをひきお－す新たなメカ＿ズ  

発を行ったことは、書M的・学術  ムが明らかにされた」として  
的■点から価値あるものといえ  2005．8．22に記手金見が行われ  

る．   た。  



皮■科医と小児科医が乳児アト  相■押コホート研究より士鞠ア  
ピー性皮■炎の中に食物アレル ギーが闇与している例があるこ  レルギーの乳児期の有病率が 約10Iも、8▲児で約5，も程度と   

書の生活の∫の改暮を8的とし   

食物零によるアナ  
免疫アレ  lgE抗体（CAPRAST）のプロ／くビ  

とで共通紘繹屡持てたことは大 ま大きい書tがある。卵・牛乳・ 小ま・大豆に対する抗原特■的   
リテイカーフを確立し、卵・牛事し   取り上げられた。また」■生労  

フィラキシー反応 の原因甥貫（アレ  平成  平成   ルギー疾  海老澤 元宏  

ル、 予防・予知法の確   じ抗体価祀も低年齢なほど剛性  
療研究  確乎が書い‾とが示された暮   

立に闇する研究  の施政への雷及に役立った▲   
げらシンポジストをつとめた．日  

尊をはかる具体的なアプローチ  物アレルギ 
を払♯t内・軸物実欄・人にお  

性が期待された。   いて知見が欄られ、ヰ後の葉書  
難治性喘息治■面の燥且は、 のステロイド  

ホ用i藁投与を 行っても十分な臨床効よが縛ら  

免疫アレ  
の薬物轟優に濃足することなく れない点にある。難治性叫息の   

気管支喘息の艶 治化機序の解明と  平成 15（200  平成 1丁（200   ルギー疾  森 ■夫  

先に関する研究  3）   療研究  を解明し、ピンポイントに分子標 的に作用する新規薬物の開発 が不可欠と考えられる。本研究  
では、特に丁ね胞、好酸隕こお  
けるステロイド抵抗性の分子メ  
カニズムにつき明らかにした．   

欄り下げて♯析することに成功  
は、今後気分庫書離島著のオー  

した遺伝子として、セロトニン受 3AHTR3A 
将来の精神疾患ゲノム′くンク設  
立に向けて、全国の分担研究書  

容体（）．38（HTR3B）  
遺伝子」MPA2（mYO－ino■k0l  

および研究場力書から血液サン  
mno帥○事由d加○〉遺伝子があ  プルを送ってもらい、リンパ球の  

こころの健   株化作義を♯概してきたが、全  

る．前書に朋しては、我々は   
HTR3B遺伝子のミスセンス丈夫 がうつ痍発症に暮事であること  気分障書の高精 度候補Ⅷ壕解析  平成  平成    吉川 武男  ンブルを株化して保存した。この ようなリソースは、当職研究の  
を見いだし、後事に関してはプロ  

モータ領域にある多型と双極性  
近視眼的成果ばかりでなく、疇  

隷書の関連、その転写活性に及  広く国民の保t・医ホ・緬祉の  

ぽす機能、遺伝子産物の緒■  充実につながる研究に貴するこ  
欄闇拍か貯まで明らかにした。   とが期待される。   

性が出てきた。   



ストレス脆吊性形成の分子t  
構の解明に関する研究から、り  

本研究の成よは、下記のよう  

母子分tラットでは戚よ醜のス  
儀鯵制度を用いたストレス性糟  

トレス脆第性が形成され、■軋  神陣書卿ノスク児のスクリーニ  

後の1かなオ墳の捷供によって  
ングとそのケアーの研究から、  

脆邪性の＃慎が得られる、2〉そ  母親の年齢が若く、子供の行動  
の分子櫨序には鵜島でのIGF什  

面の問題（機嫌・困らせる度合・  
ストレス性楕欄傭  
書の成因欄欄と予  平成  平成   こころの健   嶋系の低下や、ht叫ril   酬予測機能が低下することか   規制）が1いと、暮雷に対する  

日新聞・平成17年12月20日付  28  5  27  8  121  51  3    2   

山脇 成人  る、ストレス依存性濱島神経細  かり、このような特性をもつ青族  

胞形蝕鷺化の分子機れの研究  への3i児t鯵を利用した早期  

から、ストレスによりアクチン≠  乗員スクリーニング法を確立し、  

能が陣書され、海馬神経樹状棄  事書支援がストレス性精神陣書  

起ス／くインの形態嚢化を横乗  
の発症予防に暮手であることを  

し、この嚢化を8DNFが抑制す  示した。   日実施：欄内）・rl肖とこころのt  

る、など圃静的に画期的な成よ  やかな発達と養育環境」（同18  

売l」し▲   ナ＿  
年1月28日実施：広■）．   

日本人の精神陣書（事）に対する  
極めて抄大な対■について行つ  日本社会什神医学会で、間違  
た地域鶴壬であり得られた知  
見の確度は事大と考える。叶神  

なったことは大きな鹿よと音えよ  
障書（昔）に対する■見・豊別に 関するレポートは少なくないが  

様々な理由から、叫暮結果の比   
精神保健の知凛と  平成  平成  こころの健   の掩触に拒否的で杜会的距儀   

中根 允文  
究  差別していると謝していないと  

た。今回のデータは、れ暮兼そ のものに依る綿密な機討の上で  
社会心理学劇傭価の騨価も考  
慮したものであり、今後の間違  
領域での紳士研究のスタンダー  
ドになると考える。  （例えば、プライマリケア臣への  

期待の化さなど）、1切な書発活  一部の緒異を紹介した。   
動が早急に必手であろう．   

暮症頭部外書の慢性期椚霧に  
関しては打つ手がないと放置さ  
れ、今まで研究が遭んでいな  現時点では、交通事訊こよる蔦  

居士雄膚書患者に対しては、癒  
い．ヰ回の研究により、暮症積  
部外傷後の慢性期治♯に、以  

状園兼（受≠後約1年）と判断さ  

ている機書は、消費者団体に  れると韓讐程度に応じた度陰金  
下に示す明確な方向性を示し た が一緒で支払われる仕組みに  

外≠性中枢神経  
．1．今後は鷺雛が回tする ことを椚捷として慢性期治ホ施  2．2004年12月26日の謂耳新Ⅶ  

なっているが、一度に大金が支 払われるために患者手旗の間   
陣書のリハビリ テーションにおけ  平成  平成  こころの健   放でも積極的に治療・看護する   

回す』というl己事で掲載された  2  5  153  10g  124  26  ○  0  0   

杉本：轟  

いてい。 かし、我々の研究精巣から年■  その記事を暮にした特集ー穐鞠 い 
治療法の確立に   必fがあること。2．憲繍陣書息 書では、下肢に対するリハビリ   状紗でも諦めな・・・社会せ蝿   
闇する研究  テーションを受≠早期から積穫 的に開始する必辛がこと でこ したので、rlヰ附こ必事な金欄  

ある。  
3．科学的根拠に壬づいて早期  

だけを定期的に支払う仕組みに  

から針爾的にリハビリテーション  したほうが良い」との鷺見が損  
を施行すれは、下肢の廃用性蔓  

日の繍書簡肌こr頭部大けがで  
書柵★協会讐でⅦかれるように なった 

縮を十分に予防できる可能性が  。   

ションを行うことが可能となる。  
畏るjという記事で掲載された。  

書いこ′＿   



ガングリオシド♯合体に対する  G【】引こ対して、現在lVI丘あるい  

抗体という全く新しい概念を檀  はプラズマフェレーシスが使用さ  
■した．ラフトにおいてガンダリ シドがていこと  
オ■農しるを支持   
する所見として墓ヰ医学書から  

免疫性末梢神経   
平成  平成   

こころの健   も注自されている．ガングリオシ ドの1＃とイオンチャネルの機   
稀並  はていい。 緩のサブタイプごとの姶■輌  きな進歩である．Oj■山ni以外の   

感染因子と抗欄膵H引九体産生 について分子同性が示された  

相 のはめてで 分子として注月されてきたが、今  
初ある．末梢榊繰に  っこ ら、散発性下痢症においてG8S  
おける糖脂∫抗原の局在につ  嘉リスク薗の勤向をモニダノング  
いて初めて免痩t¶による鶴田  念叫において行う必事性が示唆  
結果を報告した。   用である．   

することが可能となった。   

α－dystroglyG8  

∩の○－mさnnO＄○  
Ⅶ山型先天性麒ジストロフィー、  
■■一＝●二二  

こころの健  W■rhr■虚鋏群など知能庫書を  

型糟儀と細胞外m atrix橋台に異常を きたす先天性筋ジ  特になし。   特になし。   4  ¢2  31  16  156  5      ○   

ストロフィーのホ態  陣α一心8廿○■lyG■n嶋すの先天  

解明と治療法の間  的形成障書のため発症する分  

■攣   手柄麹機序を♯明した。   

筋≠縮性側乗硬化症（AしS）は  
運動ニューロンの変性により、  

沖縄難病のシンボル的痍息で  

全身の筋肉の脱力と婁縮が壇  
あるAL引こ対して新たな治療藁  

持してt終的には呼吸筋麻痺を  
の可能性を示し得たことば、患  

さたす疾患である。贋囲が不明  
者豪族に♯宴を与えることのみ  

筋事縮性簡素桂  であリホ気の連行をとめる藁は  
ならす社会的波及物臭は高いも  

化症に対する肝細 子（HG  平成  平成  こころの健   ないため難治性疾患（難病〉の   のと考える。神経札ホのなかで  

胞増殖因        糸山 華人  もAし＄の農事ないし手旗の会専  なし  

の集まりは、疾患の壬焦さゆえ   
37  6  4  22  6    ○  

治療法の開発とそ  のALSに対する新たな治膚凛庵  
蘭発することば世界的レベルで  

に大変活発なものである。それ  
の基盤研究   

切望されている。本研究はその  
らの暮まりにおいてシンポジウ  

治♯法開発を日的として肝鞠始  
ムや研究t告会を聞き、ALSに  

増麓因子（HGF）の≠艦内持続  
対する新薬開発の可能性の覆  

投与ホ法が有力な治療法にな  
状特告を行い息雪女旛に可能  

る可能性を示した研究である．   
な限り希望を与えたい。   

小胞体から細胞死に量る経路  
が虚血だけでなく、穐々のパー  
キンソニズムやFENI8（F■mi払r  小胞体理払によづき、  

onG叩hlb卵仇yw仙  より、ヰ数のリード化合鞠を得  pr01h如けではあるが、薬剤の  

nouroM叩領一血M血n坤）など  開発まで到遽した点は特記すべ  

小胞体制御による  平成  平成  こころの健   の神経変性疾患においても墓   スクリーニングを杖行、事劾な  
きである．さらにこの研究にて蘭  

鶴当なし  莞された小胞休機能解析のた  0  36  8  2  32  24  3  0  0   

神経t性治療  
小川智  めの穐々の分子ツールによつ  

はミトコンリア 胞死が主に神経女性疾患では  て、膚惣下における詳細な小胞  

繊汝されてきた．ミトコンドリアだ  休機能が♯析可能となった。食  

けでなく、小胞体の病態におけ る暮暮を明示した点で画期的で  
沢大学COEとの共催による公開  
シンポジウムを2回開催した。  

にでこ示で、 四民の陣生橿祉に多大な貫廿  

ある。  汚するものである．  



起立性低血圧を防止するため  
に、フィードバック利鞘の庫理に  

もとづいた自動血圧制御姜置を  
開発した。この叢tは、全■麻  

しばしば寝たきりの暮医＝こなる  
起立性低血圧をl防止するため  
の技術が朋儒された。瞥嘲■t  

難治性白樺神緒  
失加正による暮度  
の起立性せ血圧を  日経i暮新Ⅶの特集「I一道主暮   NEDO委托事＃「バイオーック医  

l  

防止するバイオ  
董の有隷書会iJで研究成果が  

ニック動脈圧反射  た。点景はCh；uhtbnに掲載さ  
れ、匹の内外から大きな反響が  蓼利こされた。   れた。   

装置の臨床開発  
に間する研究   あった。多くの医学系学術義会  

ではシンポジストとしてその成果  
を素養した．   

書自責晶★t礫システムの櫨  
れ♯攣＝こついては、ユピキチン  われわれは神経内科礪媚として  

示されたS8MAの飢掛こ基づく  
ープロテアソーム系、オートフ丁 ジ 

は他の痍轟に先駆けて医師圭  

ー、ERADがそれぞれ相互作  
聾治♯に取り組み、実施計画書  

用を書していることを明らかにし  の作成、治♯体制の蓋傷などを  

た。ALSに？いては、加熱間違 分子であるD 行った．基礎研究から医師主ヰ  

oげhの機能や持合   
治♯へとトランスレー・ショナルリ  

運動ニューロン疾  平成  平成  こころの健   サーチを進めることは行政が最   
祖父江 元  3  43  29  5  80  15  3    5   

治療法の開発   。MA？ いては、嚢■ARの横内■積、転  集であり、先l邑的研究として他  

写ヰ害といった神経変性の中心  の研究に先■盾つけるものであ  
的■聾を明らかにし、しHRHアナ  る。今後、我々の研究庇よなど  

ログや17－AAGなどそれに壬づ  を起特利として神経t性疾患の  

く治よ法をマウスにおいて解析  トランスレーショナルリサーチが  
し、他の神経た性疾息にも応用  加速的に進められるものと期待  
可能な方向性を示した。   らかにした。  される。   事敷零せられている。   

Oxbrd大学のD一山細緻櫻は内  本研究を速める過程で、筋ジス  
因性のユートロフィンの発現増  
鳥に蘭して、数万牡爛に及ぶ集  
網のスクリーニングを行ったと伝  
えられている。程々の研究で  

内因性ユートロフイ  12．7kbのユートロフィン遺伝子 の上流配列はサ檜筋 
、心筋に   

ンの発現増強によ  平成  平成  こころの健  ユ：： ＝＝  

の画期的治■法  には充分でなかった。今年度の  

の蘭糞   
研究でイントロンlのエンハンサ  
にサ槽筋、心筋における莞覆を  
制御している部分が見出された ことは特暮される 

。このエンハン  
サを棚的として、hiか  フィーとユビキチン化とのⅦで捷  
●二●－▲：：二ヽ  
からである．   既Iこ開始されている．   

MRl分子に拘束されたT細胞 （第二のNKT■胞）が多発性硬  

化往など免疫性榊織疾患発症  
れ痍医学研究財団の助成によ  

（MS）の脳ホ嚢に浸潤する≠向  
り匹職シンポジウムーれ治性痍  
島における自己免疫応答の解  の■を櫨る細枯であることを世 でめてらかに 

免疫抑制性ネット  界初明し、同相愉 ♯としい虐の   明と朝＊－を開催し、本研究プロ  

ワークを介した炎  平成  平成  こころの鍵   を的する新治療蘭   ジェクトの成果を発表した。●加   

山村■ 嘘  該当なし。  書にはハーバード大学数摸、  

画期的な治療法開  の細胞は膿内細薗の影平を受 けやすい。近年の免疫ま鳥の増  ○  に  正  7  18  12  l  0  l   

発に関する研究   加のザ書を明らかにするために  
長、ゲッチンゲン大学数綾など  
学会のリーダーを含み、これら  

は、書このNKT細胞の暮礎研究  
を進めることが明らかになり、囲  

のゲストからⅧ線的にもレベル  

際的にもーく評価される成臭が  
の高いプロジェクトであるとの評  

あがった．  
価を得た。  

あがった。   



1）ハンチントンホ研究ではモデ  
ルマウスでRNAiによる治■の効  
よが確放できた。将来ヒトでの  
応用を視野に入れることができ  
るようになった点で非＃にずれ  

沖椎変性痍息の  人的遺伝子発現制御法、神経  
モデル勤鞠を王件にした件であ  

た学術的暮暮があったと考え  るが、いすれの成果も神経難病 がし  特許出■を4件行った。間際会  
こころの健   る．2）パーキンソン病研究では   と称される神経嚢性疾患決   経での招待ホ濃が3件、国内会  l  19  丁  0  2丁  m  4  0  5   

根本的治療の実 現をめざした新規  平成  平成    和田 圭司  
端的治療法の聞  

て不治の■でなく、根本的治■ が将来可能になる靂望性を大い  
るモデルマウス成で、 たU（】H一いの灘■機序の♯明が  

発と確立   
に示すものであった点で行政に  

進んだ。3）神経幹細胞の賦清  ★献した。   
他に朋するGPCRリガンドの■  

尾的同走に成功した．これは神  

繚幹巾他の動態制御を可能に  
する≠鶴間先に千粧する。   

統合失讃虚の診断lま両性に  
よって把檀された症状の絹み合  

統合失椚虚の発症予鮪に闇す る研矧こ書与できる。すなわち  
わせで行われ、この症状があれ  

児暮t年期において一遇性に  

ば統合失講虚という特定の虚厳  精神病状聯をiしたもの」度  

遺伝学側に70－80％は遺伝  はない．成田的に■穐な統合失 瀾虚が混在すると考えられる。   
統合失椚鍾の基  こころの健  的素因が蘭与するといわれてお  
本陣凱こ墓づいた  平成 00  平成 1720 

化   16（2   （0   正科学研  小■ 卓也          り、瞳床的にはプレコツクス¢、   惰されてさた。そこで遺伝的蠣 反映し 
田を、一定の神経回路れ   される可能性がでてくる。当然力   

の■床診断の博物釣な役割を   
る。オ の障書、i床の基本症状を反映 するマーカーで書■的に中條的 統合失漬症（■床診断された統  

合失調症の約70，も〉を抽出でき  
いるがこの種の研究に本装置を ヰ入し利用して統合失机虚の発 在中を低下させることが可能で  

るという書味は棲めて大きい。  
ある。発症予防は今後の施策と  

世界でt初の成よである。   
して王事である。   に知ってもらった．   

統吉朱膚Ⅷ惹tT■菅∋呵書とし て多数の血液機体（DNA・RNA・  統合失■虚患著はわが圃では  
血♯）を収■するとともに」匪知 機能や生理機能、貼れ追・機能  
に閲する什tを得た。このような  

こころの健  

統合失榊膿の分 子病甥の＃明と新  平成 17（200  平成 1丁（200   康科学研  功刀 溝  
多元的で相互に有機朋庵つな がりをもつ書次ぷ機能■常や脳 精進貞＃に朋するデータを■柵   5  3    け  3    0  0   

の開発   5）  5）  究  した／くイオリソースの■♯に成 功した研究旛設は、世界的にも 殆どなく、学術的鷺■は極めて  
書い。そのなかで、統合失調症  

のリスク遺伝子や陥れ造鼻tと 間違する遺伝子を世界に先生  
た、リスク遺伝子の鮮明は新た な治療薬開発のための壬霊な  

る暮献は大となる．   

けて特告し、その学術的靂儀は 暮l ヽ   




